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飛鳥藤原宮跡調査室は、昭和 4こ牽 4月 12日 をもって、新に飛鳥藤原宮跡発掘調

査部 として発足 した。部長以下2(落 余の職員を擁 し、地元の方
々の協力を得 て、

飛鳥・ 藤原地区の遺跡の調査研究にあたっている。

昭和48年度は、腰原宮跡・ 小墾由宮推定地・ 川原寺跡・ 坂田寺跡・ 大官大寺跡

・ 奥山久米寺跡 。露原京南西地区等で発掘調査を実施 した。衰え奈良県 と共同で

紀 寺 跡 の調査にもあたつて膝る。 これ らの調査は、いずれも諸工事にともな う

事前の緊急調査 として行 なったものである。

藤原宮跡 では、鳴公小学校建設地 (西方官衛地区 )の調査を昭和47年 3月 か ら

開始 していたが、48年 9月 で全域の調査を終了 した。小墾田宮推定地の調査は昭

和45年に実施 したことがあり、今回はその西に隣接する地区で調査 したが、石組

大濤を除いては前回ととくに関連する遺構は検出されなかった。川原寺の調査は

整備工事にともなって行なったヽので、東大門
。東南院跡を確認 した。坂田寺の

調査は47年に引続 くものであり、現在進行中である。大官大寺の調査は、寺域の

北西隅付近 と推定 される地区で行なったが、小範囲の調査 であったため、遺構の

性格等は明 らかになっていない。顧原京南西地区は、厩坂寺 ある
いは石サ|1精合に

かかることが予想される地域であるが、調査 した地区は旧河川にあたっていた。

奥山久米寺はいずれ も家屋改築にともなうものであり、小範囲の調査にとど造っ

た。
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